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■司会  ＳＡＡ         見目 良一 君 

■点鐘  会 長         宇賀神 裕一 君 

■ロータリーソング                  我らの生業 

■会長挨拶          会長  宇賀神 裕一 君 

皆様、こんにちは。      

まず始めにお客様のご紹

介をさせて頂きます。 

本日お忙しい中卓話

をして頂きます、真岡市

長 井田 隆一様どうぞよ

ろしくお願い致します。  

先週の新年例会では、

１００％出席を達成することが出来ました。後半戦の幸先の

良いスタートとなりました。ありがとうございます。 

さて、今月は職業奉仕月間です。簡単におさらいします

と、｢職業奉仕｣は、五大奉仕部門の１つです。職業奉仕を

通じて、自分のスキルを地域社会のために役立てる、研修

やスキル開発を通じて人々の能力向上を助ける、ロータリ

ーの基本理念に則って高潔な行動を促す、とあります。 

一人ひとりの責務は 会員は地域社会で事業分野や職

業を代表する存在です。会員には、クラブ内で職業を代

表し、職場でロータリーの基本理念を示すという、二重の責

務があります。そして 高潔性と高い倫理基準の実践に役

立つ規範となるのが｢四つのテスト｣と｢ロータリーの行動規

範｣との事です。 

また１４日に地区の職業奉仕研究セミナーがありまして、

市村幹事と参加しました。前橋ＲＣの本田ＰＧの講演でし

た。 

｢奉仕の理念｣を語ろう という演題でして、職業奉仕がロ 

ータリーの根幹かと、日本の伝統的な｢職業奉仕｣という言 

 

 

 

 

 

 

葉に関する議論に対する疑問云々の講演で、普段とは異

質の職業奉仕論です。ロータリーの友１月号に掲載されて

いますので、ご一読下さい。 

そして 米山奨学会 第４０回の米山功労クラブ表彰を

受けます。また米山功労者・R財団 表彰を受けられます

会員の皆様おめでとうございます。 

 以上 会長挨拶とさせて 頂きます。  

 

■幹事報告           幹事 市村 忠男 君 

 まず始めに、地区のほうより国際

奉仕活動現地視察および交流会

ということで、３月１８日から２２日ま

で、フィリピンのマニラに行くという

連絡が来ております。 

もう一点、先ほど会長のお話にもあった、職業奉仕の考

え方についてですが、会報１月号の１４ページから職業奉仕

の考え方を議論する研修会の特集がありますので是非お

読みください。 

 

■表彰 

第４０回米山功労クラブ表彰  
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米山功労個人表彰  

 第一回米山功労者、頼

近会員、石川会員、大越

会員、大堀会員、第二回

米山功労者、柳会員、柳

田耕太会員、第六回米山

功労者、篠原泉会員、杉

村会員となりました。 

 

R財団表彰 

中川会員、大越会員、

大瀧会員、大堀会員、木

村会員となりました。おめ

でとうございます。                

 

 

 

２５５０地区役員 委嘱状 

竹石峰夫会員、ポリオ

プラス並びに資金推進委

員会委員、海老原均会員、

社会奉仕委員会委員とな

りました。おめでとうござい

ます。                

 

■内部卓話  「真岡市政について」  井田 隆一 市長 

皆様には日ごろから本

市の市政運営に対しまし

て、ご支援ご協力をいただ

き、厚く御礼申し上げます。  

本日は、「卓話」ということ

でありますが、市政に関し

ての一端をご説明させていただきます。 

さて、昨年は、第 11次市政発展長期計画の 2年目であ

り、「だれもが〝ほっと″できるまち真岡」そして「日本一安

心なまち」の実現を目指し、市民生活重視のまちづくりに向

けた各種施策に取り組んでまいりました。 

また、人口減少問題を克服し、「選ばれるまち真岡」を

実現するため、「真岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に

掲げた「しごとをつくり、安心して働けるようにする」「真岡市

に新しい人の流れをつくる」「若い世代の結婚・妊娠・出

産・子育ての希望を叶える」「安心で暮らしやすい地域をつ

くる」の 4 つの基本目標に基づき、雇用の創出、移住安住

の促進、結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援等の

各種施策を展開してまいりました。 

主な事業としましては、まず、移住定住の促進を図るた

め、「空き家バンク事業」、「若者・子育て世帯定住促進住

宅支援事業」等の各種事業を実施し、市内への定住促進

と子育て世代の負担軽減を図ってまいりました。 

また、結婚支援の充実を図るため、「出会い結婚サポー

トセンター」を新たに開設し、「出会い結婚応援イベント事

業」、「婚活サポーター事業」を推進してまいりました。 

次に、雇用創出対策としては、第 5工業団地、大和田産

業団地への企業誘致を推進するとともに、関係機関と連携

した「就職合同面接会の開催」等の事業により、雇用の創

出を図る取り組みを進めてまいりました。 

次に、観光の振興につきましては、SL キューロク館敷地

内に移設・整備した D51形蒸気機関車の屋根の整備を進

めるとともに、久保記念観光文化交流館、真岡木綿会館

周辺の賑わい創出を目的に、木綿会館南側に茶屋の整

備も進めているところであります。これらの施設は本市の新

たな観光資源となるものであり、本市交流人口の増加に繋

がるものと考えております。 

今、申し上げた事業以外にも、まちなか保健室ほっとス

テーション田町館の開設、もおか人・夢・未来フェスタの開

催、農業振興対策事業、道路新設改良事業や土地区画

整理事業、学校統合に伴う校舎の増改築工事、住宅管理

事業、総合運動公園整備事業等、様々な事業を行ってま

いりました。 

さて、本年の「真岡市」の市政運営についてであります。

本年は平成 31 年度を目標年次とする「第 11 次市政発展

長期計画」の 3 年度目であり、各施策の成果目標の達成

に向け、各種事業を着実に推進していくものであります。 

また、「真岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく

各種事業を着実に推進し、人口減少を抑制できるよう取り

組んでいくものであります。 

今年の主な取り組みについてでありますが、「第 11 次市

政発展長期計画」及び「真岡市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」を踏まえ、昨年 10月に策定した平成 29年度真岡市

行政経営方針の重点施策に基づき、地域公共交通のさら

なる利用促進と地域への定着を図るための「公共交通ネッ

トワークの整備」事業、「知育・徳育・体育」の調和のとれた

児童生徒の育成を目指す「小・中学校の教育の充実」事

業、障がい者の就労を支援する「障がい者の自立と社会
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参加の支援」事業、身近な医療から高度・専門医療まで、

様々な段階の医療をいつでも安心して受けることができる

よにする「地域医療体制の充実」事業、市民が将来にわた

り、安全で安定した「水」を確保できるようにするための「水

道事業の推進」事業、各種災害に備え、防災意識の高揚

の図るとともに、市民の「自助」「共助」の理念を普及してい

く「防災対策の充実強化」事業、SL・いちご・真岡木綿など

の観光資源を活用し、各種体験型観光の推進を図る「観

光の振興」事業などを積極的に展開し、成果向上を目指

してまいります。 

これらの重点施策の他にも、新庁舎建設事業や真岡市

急患センター整備事業、総合運動公園整備事業、自転

車ネットワーク事業、若者・子育て世代定住促進住宅取得

事業、シティプロモーション事業等を推進していく予定であ

ります。 

特に、観光振興では、JR 各社と自治体・観光事業者が

共同で実施する大型観光企画「ディスティネーション キャ

ンペーン」が平成 30 年春に栃木県を対象に行われること

が決定しており、全国から多くの観光誘客を図るため、関

係機関と連携し、積極的な活動を展開してまいります。 

また、市の事業ではございませんが、神戸製鋼所による

内陸ガス火力発電所の工事が昨年 8月に着工し、平成 31

年及び 32年の稼働を目指しております。 

芳賀赤十字病院についても、来月 7 日に起工式が決ま

り、平成31年春の開院を目指し、今後建設が進むものと思

われます。 

以上、市政の一端についてご説明申し上げましたが、皆

様には今後とも、ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

最後になりますが、真岡ロータリークラブの益々のご発

展と、会員皆様のなお一層のご活躍を祈念申し上げ、本

日の卓話とさせていただきます。 

 

■スマイルボックス報告         角張 真之 君 

宇賀神裕一君   井田真岡市長様、本日の卓話宜しくお

願い致します。 

米山功労者、R 財団表彰の皆様おめ

でとうございます。 

市村 忠男 君  先週は不手際が多く申し訳ありませんで

した。日章旗、ロータリー旗を背負わない

幹事報告も気楽かなと勝手に忘れた言

い訳にしています。井田様本日の卓話宜

しくお願いします。毎日寒い日が続いてお

りますので、体調に十分ご留意ください。 

金子 正男 君  井田真岡市長様卓話拝聴させていた

だきます。2 期 8 年の実績を重ねた上で

今後の真岡はどうなるのでしょうか？ 

杉村 久夫 君  年をとると寒さが身にしみてきます。先

週スマイルその他の表彰を受け、ありがと

うございました。 

篠原  泉  君  真岡市長井田隆一様本日は御講話あ

りがとうございます。本日よんどころない所

用で欠席となり、拝聴出来ない非礼をお

詫び申し上げます。 

篠原 宣之 様  井田市長お忙しい中卓話ありがとうござ

います。市役所新庁舎も大分具体化して

きました。今年はいろいろな意味で更な

る活躍の年となりますが、体に充分気を

付けて挑戦されますよう期待しておりま

す。 

岡本 俊夫 君  井田市長さん本日は御来訪ありがとうご

ざいます。手がたい市政運営に敬服をし

ております。 

            新年会には会員各位のご理解を頂き、

100％出席例会を達成出来ました。担当

委員会として御礼申し上げます。国旗・ロ

ータリー旗が残念！！ 

福原 一郎 君  真岡市長井田様のご来訪を歓迎し、ま

た卓話を楽しみにしておりました。 

辻   達男 君  井田市長さん卓話ありがとうございます。

又、私の散歩コースに保健室を作って頂

き有難うございます。これで安心安全な

老後の散歩を楽しめます。 

広瀬 紀夫 君  井田市長様、卓話有難うございます。 

海老原 均 君  真岡市長井田様、本日は卓話有難うご

ざいます。今年も井田市政のますますの

飛躍をご祈念申し上げます。 

           地区の出向の任命有難うございました。

努力致します。 

久保 康夫 君  井田市長様、卓話有難うございます。

今期 3度目の風邪みたいです。皆さん夜

遅くまでの飲酒は控えましょう。 

三澤 幸光 君  井田隆一真岡市長様ようこそお出でく

ださいました。先日の真岡市長杯ではご
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臨席いただき、またご挨拶をありがとうご

ざいました。お陰様で大会も大いに盛り上

がり、充実した一日を過ごすことができま

した。今後共宜しくお願いします。 

中川 宏行 君  井田市長卓話有難うございます。 

大堀 文雄 君  真岡市長井田隆一様卓話宜しく 

大越 正和 君  真岡市長井田隆一様いつもお世話に

なります。本日は卓話宜しくお願いしま

す。 

小林勇一郎 君  先日は、年男のお祝いをいただき、あり

がとうございました。井田市長、本日は卓

話有難うございます。拝聴させていただき

ます。 

見目 良一 君  井田市長本日は卓話を頂けるということ

で楽しく拝聴させていただきます。 

話は変わりますが本日は「おふくろ」の誕

生日です。今年で 80 歳になります。長生

きで元気でいてほしいといつも思っていま

す。 

豊田 光弘 君  井田市長様大変お忙しい中ありがとうご

ざいます。真岡市政について拝聴させて

いただきます。 

久保 賢司 君  真岡市長井田隆一様、卓話御苦労様

です。 

柳田耕太会員、厚生大臣賞の受賞おめ

でとうございます。 

柳田 尚宏 君  所用により、市長の卓話を拝聴出来ず

申し訳ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉 佳寛 君  井田市長いつも卓話ありがとうございま

す。毎回勉強させていただいております。 

馬場 照夫 君  井田市長卓話ありがとうございます。市

役所、真岡鐡道勤務の際には大変お世

話になりました。真岡市政のますますの発

展を祈ります。 

 

 

 

 

 

■本日までのスマイルボックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出席報告        出席委員会   柳沢 正弘 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム 

１１/２４(木)  

炉辺会合報告 

クラブ協議会 

 

 

いつも、たくさんの 

スマイルありがとう 

ございます。 

次回のプログラム 

２/２(木)  

月初会 

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

外

部

卓

話

内

部

卓

話

月

初

会

内

部

卓

話

外

部

卓

話

（２月）        　　■月間予定 （１月）

在籍　53名

例会日 出席義務 事前MU 事後MU 実出席者 内免除者 欠席者 出席率 月間出席率

補正後12月 22日 49 0 1 45 0 3 90.00%

本日　 1月 19日 49 5 - 35 0 9 89.80%

出席免除者3名（有資格者　2名　＋　有理由者　1名）

１2月

93.88％

会員 62,000

ビジター 0

本日のスマイル合計 62,000

スマイル今期累計 1,509,000

前回までの米山繰越金 29,263

米山 0

米山今期累計 29,263

合計金額 1,538,263

7月出席率 8月出席率 9月出席率10月出席率11月出席率12月出席率1月出席率 2月出席率 3月出席率 4月出席率 5月出席率 6月出席率

95.05% 93.39% 94.03% 8669% 91.91% 93.88%

※例会欠席はAM11:00までに必ずTEL.0285(84)2511 FAX.0285(84)2510 にて事務局までお知らせください。

本日のプログラム 

１/２６(木)  

内部卓話 

職業出前講座概要報告 


